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新たなる価値の創造：
TwinCAT IoT & TwinCAT Analytics



TwinCAT IoTと
TwinCAT Analytics :
新たなる
ビジネスモデルと
価値の創造

PCベース制御のエキスパートであるベッコフは、あらゆ
る装置とつながる「ユニバーサルマシンコントロールコン
セプト」を提唱しており、お客様の装置にマッチするハー
ドウェアおよびソフトウェアの幅広い製品ラインナップを
ご用意しています。包括的なIoTとデータ分析機能をもつ
TwinCAT  IoTとTwinCAT  Analyticsソフトウェアを新たに
追加することにより、お客様に新時代のマシンアーキテク
チャを提供し、市場での競争力を高めるお手伝いをしま
す。これらのアーキテクチャは、とりわけ環境設定パラメー
タと生産性への影響を記録、追跡します。 これにより装置
メーカは新たなビジネスモデルを実現することができま
す。パブリッククラウド、またはプライベートクラウドいず
れかを自由に選択し、装置に統合することができます。包
括的なIoTコンセプトとクラウドサービスを搭載した新時
代のマシンをユーザに提供することができます。

2 製品の仕様は予告なく変更する場合があります。



エンドユーザのメリット

 � 製造コストの削減
 � 製品の品質確保
 � 製造ラインの透明性
 � 装置のダウンタイム削減
 � 生産性と可用性の向上
 � クラウドサービスによる予防保全

シンプルな IoT統合 
 � システム内蔵型ソフトウェア TwinCAT IoT
 � オープンで標準的なプロトコルによる 
クラウド接続

 � １つ に集約された開発環境
 � IoTエッジデバイス化（システム改修の場合）

シンプルなデータ分析
 � システム内蔵型ソフトウェア TwinCAT 

Analytics
 � 簡単なデータ管理と分析
 � シンプルで使いやすいアルゴリズム
 � コードの自動生成
 � さまざまな分析ダッシュボード

+

装置メーカのメリット
 � 開発コストの削減
 � 高速かつ分かりやすい診断で予防保全を促
進、製造現場への出張費を削減

 � 装置と製造プロセスの最適化
 � 新しいビジネスモデル

=

3製品の仕様は予告なく変更する場合があります。



データロギング
さまざまな通信規格のフィールドバ
スと既存のケーブル配線を使用して
センサデータを記録することがで
きます。また、EtherCATベースの柔
軟なトポロジにも対応可能です。

クラウド接続
記録されたセンサデータは、既存
のITインフラに簡単かつ安全に統
合できる通信規格によって、クラウ
ドに送信されます。

ベッコフのコンセプトはとてもシンプルです。フィールドレ
ベルで記録されたデータは、クラウドに転送され、ヒスト
リデータ化され、分析され、ユーザ指定のHMIフレームに
結果を表示する、という極めてシンプルな道筋をたどりま
す。このIoTによるデータ分析シナリオは、既存のシステム
や ITインフラに直接統合することができます。システムに
組み込まれた既存のセンサによってデータを収集、記録
することができます。記録されたデータの通信には既存
のフィールドバスを使用することができます。また、クラウ
ドとのデータ交換には標準的なプロトコルを使用するこ
とができます。このようなシンプルさによって、開発コスト
は大幅に削減し、トレーニング期間は著しく短縮します。
結果として、新システム導入は必ず成功します。

データ記録から
ダッシュボードへ 
シンプルな
データルート

4 製品の仕様は予告なく変更する場合があります。



分析
ユーザはデータを確認後、TwinCAT
エンジニアリング上で分析に設定を
加えることができます。この設定に
よって完全なPLCコードを生成する
ことができます。

ヒストリデータ化
全ての通信データは、長期アーカイ
ブすることができます。これによっ
て、後で必要になったデータを分析
することもできます。

5製品の仕様は予告なく変更する場合があります。



6 製品の仕様は予告なく変更する場合があります。

装置 

データロギング

クラウド接続

IBM WatsonやAmazon Web Services、あるいは
Microsoft   Azure や Google  IoTなど、  ユーザはベッコフ
のコントロールアーキテクチャにおいて、クラウドサービ
スプロバイダを自由に選択することができます。選択す
るプロバイダやシステム環境に関わらず、接続はとても
簡単です。また、標準的な暗号化プロトコルを使用するた
め、安全な接続が可能です。現場で収集されたデータは、
新規システムの場合、TwinCAT  IoTを搭載したベッコフの
コントローラを経由して、システム改修の場合は、IoTエッ
ジデバイス化されたベッコフのコントローラを介して、ク
ラウドに転送されます。他社のコントローラもまた、同様
の方法で接続できます。フィールドレベルからクラウドに
直接接続したい場合は、小型のIoTソリューションである
IoTバスカプラによって実現可能です。

簡単かつ安全な 
クラウド接続

kWh
-3dB

ベッコフのコントローラから接続

ベッコフ コントローラ

TwinCAT IoT
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. . .

P

ベッコフのコントローラ/エッジデバイスから接続 他社のコントローラ/ベッコフのエッジデバイスから接続 IoTバスカプラから接続 (plug-and-cloud)

既存の
ベッコフコントローラ

ベッコフ エッジデバイス

TwinCAT IoT

ベッコフ エッジデバイス

TwinCAT IoT

ベッコフ  IoTバスカプラ

IoTデバイス既存の
他社コントローラ
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ダッシュボード

分析

ヒストリデータ化
ストレージ

装置メーカ/サービスエンジニア
向けの分析ソフトウェア

 

TwinCAT Analytics

ベッコフのTwinCAT  Analyticsのコンセプトは、システ
ムに統合可能な選択的または連続的なデータの分析機
能を提供することです。TwinCAT  Analyticsには、さま
ざまな機能をもつ開発パッケージが存在します。  例え
ば、TwinCAT  Analyticsサービスツールは、エンジニアの
コミッショニング作業を最適化し、簡素化してくれるツー
ルです。またTwinCAT  Analyticsワークベンチは、プログ
ラムコードの自動生成機能を提供し、大幅な機能拡張を
サポートします。ワークベンチは、ランタイム環境におい
て、24時間、365日、一貫性のあるシームレスなデータ分
析を可能にします。  これによって装置メーカはユーザに
データ分析ソリューションを提供することにとどまらず、新
しい予防保全の概念を提供することができます。

PCベース制御による 
分かりやすい
データ分析
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装置メーカ/エンドユーザ向けの 
ダッシュボード

分析ツールからダッシュボードへ
常時、分析結果を簡単に転送

. . .
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TwinCAT IoT
導入事例 : 
24時間365日
電力消費モニタリング

大学におけるクラウドベースの電力消費量管理シ
ステムを実現するために、TwinCAT  IoTが導入さ
れました。学生寮には160の部屋があり、各部屋
に電力消費量を記録するための自動化システム
が設置されました。記録された電力データは、中
央のゲートウェイPCから安全な通信チャンネルを
介してクラウドに送信され、そこで記録され、さま
ざまなサービスを使用して分析されます。分析さ
れたデータには、異なるユーザグループがアクセ
スできるよう設定されました。アクセス可能なユー
ザ  グループ     の１つに学生も含まれていました。これ
は、プロジェクトの最後に自分の電力消費量を分
析するための効率的なアルゴリズムを開発する必
要があったためです。また、施設管理者も電力消

費量の監視と管理を目的として、データにアクセ
スする必要がありました。Microsoft   Azureに対応
するクラウドサービスを使用することにより、ユー
ザグループごとのアクセス権管理が容易に実現し
ました。

ゲートウェイIPC

TwinCAT IoT

部屋番号１から160まで

...

OPC UA

AMQPAMQP

アクセス権

学生

研究助手

施設管理者

システムインテグレータ

Machine Learning

Power BI

Alarming

Data Storage

利用サービス
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TwinCAT IoT
導入事例 : 
サービス 
オンデマンド

このアプリケーションでは、TwinCAT IoTを使用し
てクラウドベースのサービスオンデマンドソリュー
ションを実現しました。  グローバル展開し、世界各
国にエンドユーザをもつ装置メーカの装置に、例
えばカラーカートリッジの充填レベルのような、メ
ンテナンス関連のステータス情報をクラウドに送
信する機能をもたせました。装置メーカはクラウド
に転送されたデータに安全にアクセスすることが
でき、各部署がそれぞれ必要な情報にアクセスす
ることによってメリットを享受できるよう管理しま
した。これによって装置メーカは、エンドユーザと
の専用保守契約に基づく新たなビジネスモデル
の枠組みに合意しました。具体的には、装置メーカ
は装置自体を販売することに加えて、保守契約の

一環として装置のオペレーションに必要なすべて
の（有限の）生産資源の保守および補充に関する
一定の責任を負うというものです。装置メーカは
クラウドに格納されたすべての保守関連のステー
タス情報にアクセスできるため、常に対応が必要
なリソースの充填レベルを正確に把握することが
できます。必要に応じてサービスエンジニアを派
遣して補充を実行することができます。結果とし
て、充填レベルを把握することなく定期的にサー
ビスエンジニアを派遣していた過去の不要な慣
習は一掃されました。

サービスエンジニア

サポートセンタ

データ サイエンティスト

管理者

サービスエンジニア

AMQP

エンドユーザ 1

TwinCAT IoT

装置 1

TwinCAT IoT

装置 2

TwinCAT IoT

装置 1

エンドユーザ 2

AMQP
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TwinCAT Analytics
導入事例 : 
データ分析による 
新たなビジネスモデル 

装置メーカは顧客との関係をより一層強化するた
めに、装置の監視および保守サービスを強化する
必要があります。  TwinCAT   Analyticsは、それら
のソリューションを技術的に実装するために最適
なソフトウェアです。この事例では、フィールド内
の装置PCにTwinCAT   Analyticsロガーが搭載さ
れています。   このロガー機能は、装置のプロセス
データを正確かつ周期的に記録し、パブリッククラ
ウドシステムのネイティブMQTTメッセージブロー
カーに送信します。装置メーカのPCにインストー
ルされたTwinCAT   Analyticsワークベンチは、す
べての装置から送信されたデータを分析します。
ワークベンチ機能を使用すると、実装されたコン
フィグレーションから自動的にPLCコードを生成す

ることができます。サーバIPCである C5240にイ
ンストールされたHMIを経由して、常時、分析結
果をダッシュボードに表示することができます。ま
た、同時にこのデータはサービスエンジニアのPC
にも送信され、TwinCAT   Analyticsサービスツー
ルによって現行データと過去の履歴データを自
発的に照合、分析します。 メンテナンス作業が必
要な時期をエンドユーザに知らせ、どの作業がエ
ンドユーザ自身で実行できるか、また、どの作業が
サービスエンジニアの介入を必要とするか、タス
クを表示してくれるチケットシステムの導入に成
功しました。

MQTTMQTT

MQTT MQTTMQTT

サービスエンジニア(場所は自由)
ダッシュボード

装置メーカ(場所は自由)

パブリック クラウド

TwinCAT Analytics TwinCAT Analytics

エンドユーザ 1

TwinCAT Analytics

エンドユーザ 2

TwinCAT Analytics

エンドユーザ n

TwinCAT Analytics
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TwinCAT Analytics
導入事例 : 
ローカルマシンの
常時監視

このアプリケーション事例では、さまざまな機種
のエンドユーザ装置から収集されるデータを分
析するためにTwinCAT Analyticsが採用されまし
た。  エンドユーザは装置の可用性を高める目的
で、新たなアプリケーションの開発をシステムイ
ンテグレータに委託しました。新システムの要件
として、既存装置への変更を最小限にとどめる必
要がありました。この要求はTwinCAT  IoT データ
エージェントを使用することにより実現しました。
既存のTwinCATマシンはADS経由でデータエー
ジェントにデータ送信します。他社コントローラ
のシステムも同様に、OPC  UAを経由してデータ
エージェントにデータ転送します。追加のセンサは
EK9160 バスカプラを使用して装置に統合されま

す。  バスカプラとデータエージェントに集められ
たデータは、C6930 のネイティブMQTTメッセー
ジブローカーに周期的に送信されます。TwinCAT 
Analyticsランタイムコンポーネントは既存ネッ
トワークに新たに追加されたこのC6930産業用
PC上で動作します。 TwinCAT  Analyticsストレー
ジプロバイダは過去のデータを記録するために
Microsoft SQLデータベースと連動して使用され
ます。  分析プログラムについては、インテグレー
タ独自の開発システム上のTwinCAT   Analytics
ワークベンチを使用して作成されました。装置の
サイクルタイムの見直しや、機械部品、電子部品
の寿命予測のほか、生産品の品質評価などを主な
分析対象として、常時監視を実現しました。

MQTT

エンドユーザ

MQTT MQTT

ローカルLAN

ストレージ
ダッシュボード

TwinCAT 2コントローラ搭載の
既存装置

他社コントローラ搭載の
既存装置

ADS OPC UA

TwinCAT Analytics

TwinCAT Analytics
ストレージプロバイダ

エッジデバイス
C6015  による
既存装置のIoT化

TwinCAT Analytics

装置分析のための追加センサと 
EK9160 バスカプラ 

IoTデバイス
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TC3 
IoT データエージェント

TC3 
Analytics ワークベンチ

TwinCAT 3

IoTとデータ分析機能を中央コントローラに統合：
TwinCATは、PLC、モーションコントロール、計測技術、I/Oと
クラウド接続を１つのソフトウェアプラットフォームに統合 

TwinCAT IoT  
TwinCAT Analytics  
製品概要

ベッコフはさまざまなオートメーション分野に対応可能
なあらゆる性能クラスのシステムソリューションを提供
しています。コントローラおよびドライブテクノロジは、
汎用性が高く幅広いアプリケーションに使用できる高い
適用性をそなえています。TwinCATエンジニアリング/
コントロールソフトウェアは、PLC、HMI、モーション、ロボ
ティクス、計測技術、ビジョンなどの機能だけでなく、IoT
とデータ分析の機能も１つのパッケージにまとめていま
す。TwinCAT  IoTは、クラウドとの接続やスマート端末に
通知メッセージを送信するための、すべての標準的なプロ
トコルをサポートしています。  TwinCAT  Analyticsは、包
括的なプロセスデータの保存機能とデータ分析の基盤を
提供します。 
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TC3 
OPC UA 

TC3 
IoT ファンクション

TC3 
IoT 通信

TC3 
Analytics ライブラリ

TC3 
Analytics クラウドストレージ

TC3 
Analytics ロガー

TC3 
IoT コミュニケータアプリ

IoTバスカプラ EK9160
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データロギング/ 
装置

クラウド接続 AMQP
MQTT
OPC UA

ベッコフのコントローラ
CX2000 組込み型PC /TwinCAT 3

TwinCAT IoT通信

モバイル端末

TwinCAT IoT コミュニケータアプリ

ベッコフのコントローラから接続

TwinCAT IoT :
アプリケーション
シナリオ

技術的な観点から見ると、モノのインターネット(IoT)と
は、全世界で急速に増えるデータ収集と送信を担うセ
ンサで構成されていると言えます。また、見方を変えれ
ば、IoTという用語は、システムを最適化するためにデータ
に適用されるルールやアクションを指す場合もあります。
クラウドシステムは、インターネットの技術基盤として、ま
た、これらを相互にネットワーク化しデータを集約して分
析するためのデバイスの中心的エンドポイントとして機能
します。TwinCATオートメーションソフトウェアで自動化
されたシステムにおいて、センサデータやプロセスデータ
は、TwinCAT   IoTを介して新規装置にも既存装置にも、ま
た他社システムのクラウドにも自由自在に接続すること
ができます。
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既存ベッコフのコントローラ 
CX5000 組込み型PC/TwinCAT 2

既存の他社コントローラ

ベ ッコフ IoTバスカプラ 
EK9160

IoT デバイス

ベッコフ エッジデバイス
C6015 超小型IPC

TwinCAT IoTデータエージェント

ベッコフ エッジデバイス
C6015 超小型IPC

TwinCAT IoTデータエージェント

. . .

ベッコフのコントローラから接続 他社のコントローラ/ベッコフのエッジデバイスから接続 IoTバスカプラから接続 (plug-and-cloud)

AMQP
MQTT
OPC UA

ベッコフのコントローラ/エッジデバイスから接続

AMQP
MQTT
OPC UA

OPC UAADS/OPC UA

AMQP
MQTT
OPC UA
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TwinCAT IoTデータエージェント  
グラフィカル コンフィグレータ

TwinCAT IoT : 
製品一覧

TF6720 | IoT  
データエージェント
TwinCAT   IoT データエージェントは、Microsoft 
Azure  IoT  Hubや  AWS  IoTなどのクラウドベース
の通信サービスを使用して、TLS経由でセキュリティ
保護された双方向通信サービスを確立する機能
を提供します。また、MQTT通信規格に基づいて
接続することも可能です。データエージェントは
ゲートウェイアプリケーションとして、コントローラ
またはゲートウェイPC上で直接操作することがで
き、グラフィカルエディタを使用して設定すること
ができます。グラフィカルエディタでは、接続をパ
ラメータ化し、通信するデータを選択することが
できます。 TwinCAT  ADSは、TwinCATランタイ
ムコンポーネントとの通信プロトコルとして使用

できます。  また、IEC   OPC-UA規格も利用可能で、
他社のデバイスをクラウドに接続するのに同様に
使用できます。  データエージェントは、データトラ
フィックとそれに関連するコストを削減するため
のさまざまなサンプリングメカニズムをサポート
しています。ポーリング方式のデータベースへの
アクセスや OnChange通知、トリガモードなど特
定の変数値が監視され、定義されたしきい値に達
するとユーザによって選択されたデータがクラウ
ドに送信されます。

   www.beckhoff.co.jp/TF6720
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EK9160 | IoT バスカプラ
EK9160 カプラはEtherCAT  I/Oを制御プログラム無し
でIoTに直接接続します。   これは、IoT  MQTT通信プロト
コルに基づくEtherCAT信号を実装し、Microsoft  Azure
やAmazon  Web  Servicesなどのパブリッククラウドプロ
バイダとの双方向通信を可能にします。あらゆる設定は
ユーザフレンドリなWebサイト上で行われるため、オート
メ ー シ            ョ           ンの知識なしでも簡単に実装することができます。

  www.beckhoff.co.jp/EK9160

TwinCAT IoTのメリット：

 � クラウドシステムとの簡単かつ安全な接続
 � 標準的なプロトコルによる通信
 � 既存装置や従来のアプリケーションの 
システム改修に適用可能

 � 他社デバイスのクラウド統合にも使用可能
 � モバイル端末接続用のスマートフォンアプ
リも利用可能

 

EK9160のメリット：

 � クラウドシステムとの簡単かつ安全な接続
 � Webベースの簡単なコンフィグレーション
 � プログラミング不要な簡単設定

TF6701 | IoT  
通信
TwinCAT  IoT通信は、MQTTプロトコルを介して
PLCライブラリの形式でデータを送受信するた
めの基本機能を提供します。  これによって、PLC
プログラマはMQTTメッセージを制御システムか
ら直接受信することができ、異なるデバイス間で
簡単なデータ通信が可能になります。MQTTは
オープンで標準的なメッセージブローカーベー
スの通信プロトコルであり、省スペースな小型組
込み型システムにおける高速かつ効率的なデー
タ伝送分野でますます重要になっています。多く
のクラウドプロバイダはこのプロトコルを介して
サービスへのアクセスを提供します。また、プラ
イベートクラウドでMQTT通信のインストールと 
操作ができるメッセージブローカーの実装も可
能です。

  www.beckhoff.co.jp/TF6701

TF6710 | IoT  
ファンクション
TwinCAT   IoT ファンクションはクラウドベースの
通信サービスとの接続を確立することができま
す。TwinCATランタイムコンポーネントから任
意のクラウドサービスにプロセスデータを送信
するだけでなく、クラウドサービスからデータを
受信するために、さまざまなPLCファンクション
モジュールが用意されています。TwinCAT   IoT
ファンクションは、TwinCAT  IoTデータエージェン
ト (TF6720)  のプロトコルとサービスを実装して
いるため、データエージェントのPLCバリアントで
あるといえます。

  www.beckhoff.co.jp/TF6710

TF673x | IoT  
コミュニケータ  +アプリ
TwinCAT  IoTコミュニケータを使用すると、プ
ロセスデータを端末に送信したり、状態の変化
を監視したり、装置に通信データを送り返した
りすることができます。TC3  IoTコミュニケータ
はTwinCATコントローラをメッセージングサー
ビスに接続し、PLCとモバイル端末間でプッシュ
メッセージの送受信とデータの処理ができるよ
うにTwinCAT開発環境で簡単にセットアップで
きます。  すべてのターミナルにユニークなIDが
付与されており、特定の人またはコントローラ
にメッセージを送信することができます。  メッ
セージ中のインジケータによって、メッセージ
およびステータス値がキャッシュされ、オンデマ
ンドのメッセージングサービスで利用可能かど
うかチェックします。TC3  IoTコミュニケータは、
発信接続 (パブリッシュ/サブスクライブ通信）に
基づいているため、特別なファイアウォ―ル設
定は必要ありません。 既存のITネットワークに
簡単に統合することができます。  これらのメッ
セージ  を  送受信  および端末表示させるアプリは、
アプリストアで無料でダウンロード可能です。 

  www.beckhoff.co.jp/TF6730
  www.beckhoff.co.jp/TF6735
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分析
ユーザはTwinCATエンジニアリング
でデータを確認し、分析を設定する
ことができます。最終的なPLCコード
はこの設定をもとに生成されます。

TwinCAT Analytics :
アプリケーション
シナリオ

IoTおよびインダストリー4.0時代において、どの
ように市場での優位性を獲得することができるで
しょうか。高速で効率的なデータ分析によって得
られる正確なデータが重要であることは言うま
でもありません。 これは、新たなデータ分析ツー
ルが次々と市場参入している事実からも明らか
です。しかしほとんどの場合、これらの新たな分
析ツールは装置メーカの言語を話さず、概念的
には少数のシナリオに制限されています。それら
市場のツールとは対照的に、ベッコフのTwinCAT 
Analyticsは、装置メーカの分野に特化して開発
されました。この新しいTwinCAT   Analyticsエン
ジニアリングツールは、既に装置アプリケーショ
ンに浸透したMicrosoft   Visual   Studio®   環境に

シームレスに統合されており、分析ツールのため
に長時間トレーニングを行う必要がないため、大
幅な時間の節約につながります。さらに、機械工
学および関連するアプリケーションを直接参照で
きる言語で特別に開発された、数多くのアルゴリ
ズムが利用可能です。   TwiCATスコープチャート
ツールのようなTwinCAT製品群のなかでも広く
浸透したツールとの相互作用により、TwinCAT 
Analyticsが提供する新機能の使用はとても簡単
です。TwinCAT   Analyticsは、この意味で装置の
散発的なトラブルシューティングに限らず、ネット
ワーク内のすべての装置の常時監視を可能にし
ます。   TwinCAT      mm                                Analytics 環境では、コンフィグ
レーションツールで 設定された分析を実行するだ
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ダッシュボード
個々の分析ダッシュボードは、PLC分
析コードに基づいて設計することが
できます。分析結果はプラットフォー
ムに依存することなく、HTML5テク
ノロジによって可視化することがで
きます。 

けで、読み取り可能なPLCコードを生成できるた
め、常時監視システムの実現は比較的簡単です。
この分析は、IPCと接続された装置アプリケーショ
ンまたは、クラウドシステム内の仮想マシンと平行
して実行することができます。生成されたコード
は、高度にカスタマイズされた分析を作成するた
めに装置メーカに馴染みのあるプログラミング言
語で拡張することができます。既存のコードも1
対1で転送できます。エンドユーザに付加価値とし
て提供することのできる個別分析ダッシュボード
は、最終的にTwinCAT  HMI上で設計することが
できます。TwinCAT   Analyticsはライブデータだ
けでなく、過去のマシンデータでも機能すること
は言うまでもありません。この機能は、Microsoft 

Azure  Blob  Store または Microsoft  SQL データ
ベースにアクセス可能なAnalyticsストレージプ
ロバイダによって処理されます。  このシナリオで
は、ストレージプロバイダがテーブルアーキテク
チャを自動的に定義して実行するため、ユーザ側
で定義する必要はありません。データベースへの
アクセスさえ、読み取りまたは書き込みのための
SQLコマンドのような特別な知識を必要としませ
ん。TwinCATエンジニアリングでは、ターゲットブ
ラウザを使用してすべてを操作することができま
す。 TwinCAT Analyticsは単なる製品ではありま
せん。 構造的に柔軟なIoT技術を駆使して新時代
のアプリケーション管理を実現するワークフロー
そのものであるといえます。
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TwinCAT Analytics :
アプリケーション
シナリオ

TwinCAT Analyticsによるアプリケーションシナリオにお
いて、クラウドへの接続は重要です。MQTTとMQTTクラ
イアントとして機能するさまざまなデータソースの恩恵
をうけて、IoTテクノロジは卓越した柔軟性とパフォーマン
スを提供します。それは新しいTwinCAT コントローラにリ
アルタイムで統合され、ゲートウェイアプリケーションは、
既存のTwinCATコントローラや他社デバイスにOPC  UA
を介してアクセスできるIoTデータエージェントと連携し
ます。これに加えて、入力データを直接MQTT端末に公開
することができるEK9160のようなフィールドデバイスが
あります。すべてのデータは、サービスエンジニアの端末
からも、その他のストレージデバイスからも、リアルタイム
にアクセスできます。24時間365日の常時分析は、どん
なデータでも同様に実現可能です。

MQTT

MQTT

TwinCAT Analytics ランタイム

既存のベッコフコントローラ
CX5000 組込み型PC / TwinCAT 2

ベッコフのコントローラ
CX2000 組込み型PC / TwinCAT 3

TwinCAT Analytics サービスツール

分析
ダッシュボード

TwinCAT ストレージプロバイダ

ストレージ

ADS/OPC UA

TwinCAT IoT データエージェント

TwinCAT Analyticsロガー
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ダッシュボード

クラウド接続/ 
データロギング

ヒストリデータ化

分析 

メッセージ
ブローカー

MQTT

MQTT

MQTT

TwinCAT Analytics ランタイム

既存の他社コントローラ ベッコフ IoT バスカプラ
EK9160

C6030  
超小型
IPC

コード生成

TwinCAT Analytics ワークベンチ

分析
ダッシュボード

ADS/OPC UA OPC UA

TwinCAT IoT データエージェント

ベッコフ エッジデバイス
C6015 超小型IPC

IoT デバイス
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ンジニアは、どこにいてもシステム診断、装置診断
を実行できるようになるからです。

   www.beckhoff.co.jp/TE3520

TwinCAT Analytics :
製品一覧

TE3520 | TC3 
Analytics サービスツール 

TwinCAT  Analyticsサービスツールは装置のコ
ミッショニング作業や、サービスエンジニアの分
析ツールとして最適です。クラウドに接続して、
ライブデータおよび過去の履歴データに容易
にアクセス可能です。さらに、Analyticsロガーに
よって装置のコンピュータ上に作成されたバイ
ナリファイルも分析することができます。分析は
Microsoft   Visual   Studio®で設定されます。ライ
フタイム、サイクルタイム、エンベロープまたはコ
ンポーネントカウントなどの必要な分析を実装す
るために、ユーザはアルゴリズムのツールボック
スに容易にアクセスすることができます。アルゴ
リズムは、グラフィックエディタに直接出力するこ
とも、他のアルゴリズムの入力として使用するこ
ともできます。TwinCAT製品でよく知られている
TwinCATスコープのチャートツールを平行して使
用して、記録することにより、信号経路を容易に可
視化することができます。ユーザは分析結果をコ
ンフィグレータからドラッグし、チャートツールにド
ロップすることによって、データストリームの重要
な位置をマークすることができます。これは、単純
な最小および最大カウント値だけでなく、例えば
コントローラの事象に論理的にリンクし、データス
トリームから再び取り出すために使用することの
できる論理演算子の結果でも機能します。これに
より、スコープビューの他の信号との相関分析を
正確かつ周期的におこなうことができます。コン
ポーネント間の相互作用を分析することは、装置
の挙動を正確に診断するのに大いに役立ち、装置
の最適化につながります。 IoTによってユーザの
所在地はもはや重要ではありません。サービスエ

TE3500 | TC3 
Analytics ワークベンチ 
TwinCAT   Analyticsワークベンチは空間的に分
布した複数のデータの常時分析を可能にする開
発用ソフトウェアです。  TwinCAT  HMIの個々の
ダッシュボードをデザインする機能によって、この
ソフトウェアパッケージが完成します。グラフィカ
ルエディタ上で、多数の有用な分析アルゴリズム
をドラッグ＆ドロップするだけで非常に簡単にあら
ゆる分析を設定することができます。TwinCATに
依存しないプロジェクトとしてMicrosoft  Visual   
Studio®に統合されているコンフィグレータは直
感的な操作が可能で、容易に設定をおこなうこと
ができます。アルゴリズムは、入力、パラメータ、
出力の３つの領域に厳密に分類され、表示されま
す。TwinCATターゲットブラウザを介してMQTT
入力データが選択され、Analytics ストレージプロ
バイダを介してライブデータと過去の履歴データ
にアクセス可能です。  複数の異なるネットワーク
間であっても、システム構成が明確であれば分析
結果はグラフィカルエディタに直接表示すること
ができます。準備した分析のテストが完了したら、
クリックひとつで読み込み可能なPLCコードに変
換することができます。自動的に生成されたPLC
コードは、Analyticsランタイムを使用してデバイ
スに直接ダウンロード可能です。これによって実
動装置のデータを24時間365日分析し、常に最
新の分析結果を取得することができます。  
自動生成されたストラクチャードテキストは、アプ
リケーション  開発者が個別に拡張することもでき
ます。  ST言語はさまざまなアプリケーションを通
じてユーザにも広く知られたプログラミング言語
であり、ベッコフの標準的なPLCライブラリの使
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Analytics ワークベンチと
サービスツールのコアメリット :

 � 拡張提案: データ分析による新たなビジネス
モデルの開拓

 � 迅速な開発: PLCコードの自動生成による
IoT Analyticsアプリケーションの迅速な実装 

 � シンプルな開発: TwinCATシステムと標準
ツールにによる簡単なソフトウェア開発環境 

 � 高い柔軟性: TwinCAT IoTはローカルでも 
プライベート/パブリッククラウドでも実行
可能

用も可能です。   TC3計測技術のライブラリは、コ
ンディションモニタリングライブラリなど、分析機
能を拡張する場合に最適なライブラリを豊富に取
り揃えています。   Analyticsワークベンチは、これ
らの機能により、装置メーカとオートメーションプ
ロデューサを強力にサポートし、IoTプロジェクト
を簡単に実現します。MQTTベースの通信により、
データは場所とは無関係に処理され、使用できま
す。TwinCAT  HMIを使用することで、エンドユー
ザの製造管理者、装置のオペレータ、サービス担

当者、装置メーカなど、さまざまなユーザタイプ向
けの分析ダッシュボードをカスタマイズすること
ができ、Analyticsワークベンチをベースにした新
しいビジネスモデルの開拓を可能にします。

   www.beckhoff.co.jp/TE3500

Analytics ワークベンチによる履歴データ評価用コンフィグレータ
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TwinCAT Analytics : 
製品一覧

TF3550 | TC3 
Analytics ランタイム
TwinCAT Analyticsランタイムは、Analyticsワー
クベンチで開発されたAnalyticsアプリケーショ
ンの実行用パッケージです。ランタイムは、ロー
カル、リモートハードウェアまたは仮想マシンにイ
ンストールすることができます。また、Analytics
ダッシュボードをつかさどるTwinCAT  HMIサー
バもパッケージに含まれています。  要約する
と、Analyticsランタイムは異なるライセンスの
バンドルを意味します。これにはPLCランタイ
ム、Analytics  PLCライブラリ、IoT通信、HMIサー
バが含まれています。 また、対応するクライアン
トパッケージが含まれているため、複数のユー
ザがダッシュボードを同時に確認することができ
ます。 TwinCATのコンセプトに則って、TwinCAT 
Analytics 製品群もエンジニアリングコンポーネ
ントとランタイムコンポーネントに分離すること
で、高い柔軟性が実現します。

   www.beckhoff.co.jp/TF3550

TF3500 | TC3 
Analytics ロガー
TwinCAT   Analytics ロガーは、マシンサイクル
と同期してコントローラのプロセスデータとアプ
リケーションデータを記録します。  このロガーは
TwinCATコントローラのリアルタイム環境で動
作する高い動作性を特徴としています。記録さ
れたデータはオプションでコントローラのハード
ディスクにローカル保存され、リングバッファ機能
で再生されるか、またはIoT通信プロトコルによっ
てメッセージブローカーに送信されます。必要な
設定はMicrosoft  Visual  Studio®のTwinCATエ
ンジニアリング環境で設定できます。 プロセスイ
メージとPLCアプリケーションのすべての変数は、
プログラミングを必要とせず、チェックボックスに
チェックを入れることで簡単に追加できます。

   www.beckhoff.co.jp/TF3500

TF3510 | TC3 
Analytics ライブラリ
TwinCAT   Analyticsライブラリは、さまざまな分
析機能とアプリケーションデータをそなえたPLC
ライブラリです。このライブラリはローカルのコ
ントローラで、またはIoT通信によるリモート分析
システムで使用することができます。  ファンクショ
ンモジュール は、比較的簡単なものから、複雑な
機能まで幅広く提供しています。 スペクトルは、
カウント機能や、ライフタイム監視、マシンサイク
ル分析や数式ファンクション、包絡線モニタリン
グにいたるまで、ざまざまな機能をカバーしてい
ます。入力信号の最小値と最大値は、論理演算子
を使用して同じ方法で計算して、リンクすること
ができます。すべてのモジュールは、IEC  61131-3 
PLC プログラミングの最新機能を使用しており、
オブジェクト指向のア プリケーション  設計に適して
います。

   www.beckhoff.co.jp/TF3510
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MQTTによる安全な接続

Analytics ストレージプロバイダによって複数のデータを並行して記録することができる

TwinCAT Analytics ライブラリと 
ストレージプロバイダ、ロガーの
コアメリット :

 � コスト削減: すべてのワークフローをカバー
できる魅力的なライセンスパッケージ

 � 迅速な開発: プログラミングに代わる 
コンフィグレーション機能

 � 簡単な操作: 装置メーカとオートメーション
スペシャリストのためのアルゴリズムと自動
データ保存機能

 � あらゆる環境に対応: IoTによるオンライン
シナリオの実装、オフラインデータの収集、
分析

TF3520 | TC3 Analytics 
ストレージプロバイダ 
TwinCAT   AnalyticsストレージプロバイダはIoT
クライアントであり、ローデータや分析データな
ど、さまざまなデータソースを格納するストレー
ジへのインターフェイスを形成します。  データ
はバイナリブロブとして記憶媒体に保存されま
す。Microsoft Azure Blobはパブリッククラウドを
サポートし、Microsoft SQLはオンプレミスのデー
タベースをサポートします。  このようにして両タ
イプのアプリケーションをカバーすることができ
ます。ユーザはデータの構造化と保存について
心配する必要はありません。なぜならAnalytics 
ストレージプロバイダが自動的にこれを行うた
めです。   ストレージインターフェイスはVisual 
Studio®の TwinCATエンジニアリングを使用
して簡単に設定することができます。   TwinCAT
ターゲットブラウザを介して読み取り/書き込み
用のデータが選択されます。ユーザ定義の変数
名で必要なデータと期間を定義することによっ
て、装置の必要なデータを選択することができま
す。 複雑なSQLコマンドは必要ありません。過去
の履歴データはAnalytics  ロガー、 IoTデータエー
ジェント、EK9160、またはAnalytics  ワークベン
チを使用して取得することができます。

   www.beckhoff.co.jp/TF3520



ベッコフオートメーション株式会社
〒231-0062
神奈川県横浜市中区桜木町1-1-8
日石横浜ビル18階
電話: 045-650-1612 
FAX: 045-650-1613
info@beckhoff.co.jp
www.beckhoff.co.jp
Beckhoff®、TwinCAT®、EtherCAT®、EtherCAT P®、Safety over EtherCAT®、TwinSAFE®、XFC®およびXTS®は、Beckhoff Automation GmbHの登録商標です。このカタログで使用されているその他の名称は商標である
可能性があり、第三者が独自の目的のために使用すると所有者の権利を侵害する可能性があります。

© Beckhoff Automation GmbH & Co. KG 07/2018

このカタログに記載されている情報は一般的な製品説明および性能を記載したものであり、 場合により記載通りに動作しない場合があります。製品の情報・仕様は予告なく変更されます。 
製品の個別の特性に関する情報提供の義務は、契約条件において明示的に合意している場合にのみ発生します。
 

写真提供: KOCH | iStockphoto.com/yoh4nn

 www.beckhoff.co.jp/IoT

D
K3

37
2-

07
18


